
日 時：令和４年12月８日（木）13時15分～16時15分
場 所：福島市大笹生爼板山外１国有林62い林小班

地上型３Dレーザ機器を用いた森林調査の手法

現地検討会

福 島 森 林 管 理 署
阿武隈川流域林業活性化セン タ ー



現地検討会 次第
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１　開会 13：15

２　挨拶：福島森林管理署長　　　　　　　　　　　　　 13：15

３　はじめに・機器の説明・調査方法の説明 13：20

４　機器組み立て～解体 13：30

　　操作体験箇所へ移動 13：50

５　地上型３Ｄレーザの調査手法について 14：00

　　福島森林事務所へ移動・休憩 14：50

６　OWL managerの操作説明・調査結果の検証 15：00

７　質疑応答・意見交換 15：50

８　挨拶：阿武隈川流域林業活性化センター事務局長 16：10

９　閉会 16：15



３．はじめに
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株式会社アドイン研究所 開発（2022年現在、社員数25人）



３．はじめに
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■森林調査とは？

そのときの森林の現況を調べ、 樹の高さ、樹の太さ、樹種、材積
（数量）、材質などを調査するものです。伐採を予定している場合は、
伐採木を選定し、区域面積の調査、伐採木への表示等の作業も合わ
せて行います。

■具体的な作業

伐採する区域の測量・標示
伐採又は売り払う立木の選定
伐採対象木を明らかにするための表示
伐採対象木の樹種、材積、材質等の調査
伐採・搬出の条件等の調査
調査結果の取りまとめ・報告

「直営調査」：森林管理署職員が直接行う
「委託調査」：農林水産大臣または森林管理局長から指定された指

定調査機関が委託契約により調査業務を請け負う

人材の育成が必要



３．はじめに

■従来
森林調査を行うには右図のよう
に様々な道具が必要です。
・調査区域確定：メジャー
・樹高測定：測竿、バーテックス
・径級測定：輪尺
・伐採木表示：テープ
・調査木表示：チョーク
・調査結果記録：野帳
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■今後
OWLに切り替えることで大幅に
現場道具を削減できます。



３．はじめに

■OWLのこれまで

・2016年1月 販売開始
・2022年現在、販売から6年程度経過
・各森林管理局、森林管理署等でこれまで小規模ながら現地検討
会や試験を行ってきているものの業務への活用はされておりませんでした。

■「新しい林業」により「収穫調査の見直し」方針を策定（※）

現在の課題：客観性・再現性に乏しい
労務確保の困難性

解決策：現行の標準地調査・毎木調査
↓

目測・襲用、３Dレーザー測量、UAVレーザー

※補足
令和３年６月に閣議決定された「森林・林業基本計画」により「新しい林業」の展開を決定
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なぜ、これから林野庁はOWLを森林調査で用いるのか？

■上記の理由により、３Dレーザー測量を各森林管理署で今年度は試行
することとなり、そのレーザー測量機器として比較的操作が容易なOWLを
採用。令和5年度以降は本格的に調査に活用していく姿勢。



３．機器の説明
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装置スペック

森林調査業務すべての箇所でOWLを導入できるわけではない

主な阻害要因
・林縁部分の植生 ・列状間伐の植生
・尾根付近の灌木類 ・立木間隔が広い
・ササ・灌木類の繁茂 ・天然更新地
特に樹高は１～２ｍ、条件によっては最大５ｍほど短く計測されるケースも

※令和３年度地上型３Ｄレーザスキャナを活用した収穫調査実証等委託事業
「地上レーザスキャナによる収穫調査実施手順書」より抜粋

/



３．調査方法の説明
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①森林調査を行う区域で標準的な箇所を選定

計測限界

・樹種判別 ・枯損木判別
・品質判別 ・樹高30m上
・胸高直径100cm上 ・霧、雨、渓流域付近

②OWLにより、現地の標準地調査を実施（※）

③OWLの専用アプリケーション
「OWL Manager」を用いて調査データを作成、解析を実施

④「OWL Manager」上で
樹種、調査範囲、樹高の補正、伐採木の指定を行う

⑤作成したデータをCSV出力し、加工

今回行う調査手法

※

1箇所（20m×20m）



４．組み立て～解体
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４．組み立て～解体
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４．組み立て～解体
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４．組み立て～解体
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５．地上型３Ｄレーザの調査手法について
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操作体験箇所
・道上：10m×20m
・道下： 7m×20m

実際はヒノキも混合

■調査箇所の概要



５．地上型３Ｄレーザの調査手法について
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５．地上型３Ｄレーザの調査手法について
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５．地上型３Ｄレーザの調査手法について
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５．地上型３Ｄレーザの調査手法について
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反射材の巻き方・留め方
反射材は以下のようにして巻きます。
反射材は下図のようにクリップやタッカーを使用すると簡単に留めることが可能。

■ 胸高位置を避けた150cm以上のところに巻く
■ 部分的にではなく１周巻く（全方向のスキャンに対応させるため）
■ 複数本巻く場合は10cm以上の間隔を空ける

事前の調査で胸高直径程度の箇所
に巻いたところ、反射材の認識が甘
かったので注意が必要です。

※杭の検出条件
・反射材が高さ30cm～80cmの間にある場合
→杭としてOWL managerでは認識されます

品質判別・樹種判別
OWLのみでは現状、樹種自体や品質を測定することができません。
そこで、レーザーの性質を活かし、反射材を用いて、測定の補助を行います。
3本巻きまで対応可能です。

例

1本巻き：スギ
2本巻き：ヒノキ
3本巻き：広葉樹
など現場の林況に応
じて変更します。



５．地上型３Ｄレーザの調査手法について

17

■道下ー事前調査結果

今回はデモのため、枯損木にのみ反射材を巻くことと
しました。

樹種 胸高直径 樹高 材積 類別

スギ 12 9 0.05 低質材

スギ 26 19 0.49 低質材

スギ 28 17 0.49 一般材

スギ 30 20 0.66 一般材

スギ 32 18 0.66 一般材

スギ 32 18 0.66 一般材

スギ 34 19 0.78 一般材

スギ 34 19 0.78 一般材

スギ 38 19 0.95 一般材

スギ 38 19 0.95 一般材

スギ 44 20 1.32 一般材

スギ 48 19 1.46 一般材

スギ 50 19 1.57 一般材

スギ 52 18 1.60 低質材

広葉樹 6 6 0.01 低質材

広葉樹 6 6 0.01 低質材

枯損木 － － － －



５．地上型３Ｄレーザの調査手法について

18

現地調査後

・調査データの作成がそもそもできるか（側点の結合ができているか）
・立木を認識しているか
・地面の断裂が起きているか

を確認するため、現地でOWL managerを用いて、
「調査データの作成」、「立木ウォークスルー」を行います。

調査データが作成できなかったときの例

測点を追加するか、測定し直す

・この例だと17,18,19の結
合ができていない。18の測
点に問題がありそうなので、
そこで測定し直します。
・「調査データの作成」を事
務室で行い、もし作成でき
なかった場合はまた調査に
行かないといけないので、ま
ず現場で確認することが重
要です。



６．OWL managerの操作説明
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OWL manager
OWLの解析用アプリケーション
起動には専用のUSBが必要

専用USBを挿入せずに
起動するとこういった表
示が出ます。

０ 事前に...

１ 作業フォルダの切り替え

右クリック

この設定した作業フォルダに作成
した「調査データ」や「点群データ」
などが格納されていきます。



６．OWL managerの操作説明
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２ 林班、小班フォルダの作成

右クリック ・名称、林
班番号を記
入
・県名、市
町村名をプ
ルダウンから
選択
→「設定」を
クリック

同様に小班を
作成する。

名称、小班番号、樹種
（代表）を記入
面積以下は空白でok



６．OWL managerの操作説明
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３ 調査データの取込

Micro SDから作業用フォルダへデータを移動

調査データが
取り込まれる。

４ 調査データの作成

①基本は順
番通りに解析

④反射材を使用し
た場合、識別の種
類を指定する

⑤基本、「低」

②調査データ名を
解析順にすると後
でわかりやすい

(③事務所、小班
を記載しておくと後
でわかりやすいか)

⑥設定後、クリック



６．OWL managerの操作説明

５ 解析順序の入れ替え方法

①,（カンマ）とー（バー）を用いて順
番を指定、印刷範囲の設定のイメージ

②「テキスト指定をリストに適用する」をクリッ
クすると自動で順番が入れ替わる

６ 解析結果
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・調査範囲の設定
・樹種の設定
・樹高の設定
・伐採木の指定
に焦点をあて、説明をしていきます。



６．OWL managerの操作説明
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７ 調査範囲の設定

青が測点

・左クリック：頂点の設定
・右クリック：直前の頂点削除
・ダブルクリック：調査範囲の確定

①

③

②クリック

四隅の測点を調査範囲の外周と合
わせると設定しやすいです。



６．OWL managerの操作説明
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７ 調査範囲の設定

標準地(20m×20m)の
図上のみでの設定方法

20m、20mと入力

任意の場所でクリック

・「ctrl」+ドラッグ：移動
・「shift」+ドラッグ：回転
中心でドラッグする

８ 樹種、樹高、伐採木の設定

・反射材で反映
・立木プロパティで反映
・直接入力で変更

立木に合わせてダブルクリック

伐採木は×印になる

✓



６．OWL managerの操作説明

９ 立木ウォークスルーを開く

区域外立木（白帯）

スキャン地点

区域境界

杭

反射材立木（紫帯） 区域内立木（赤帯）
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ウォークスルー操作方法
基本的には
マウス：ドラッグ、ホイール
方向キー：左右移動
F：上に移動
V：下に移動
あたりを使用します



６．OWL managerの操作説明
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１０ 括約方法の変更 丸太：切捨
立木：四捨五入
計算が変わってくるので注意

１１ 調査結果の出力

ＣＳＶ出力をクリック

解析データ

出力データ



６．OWL managerの操作説明
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１２ 調査結果の加工

上記リストをフィルターにかけ、必要な部分
を抽出し、活用します。

全立木リスト.csv 調査状況.csv



６．OWL managerの操作説明
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※補足
これまでのOWLの説明で分かるようにOWLのみの調査では樹高・樹種・
品質の判別が難しいケースも多々あります。

そのため林野庁では現在、調査方法を模索しております。
その中で、人力でサンプル調査を行い、その際に算出した樹種割合、品質
割合をOWLの調査データに掛け合わせることで調査を完成させる「標本木
調査」の検討を進めております。
これにより、樹高測定、反射材巻き等の作業を削減できます。

※令和３年度地上型３Ｄレーザスキャナを活用した収穫調査実証等委託事業
「地上レーザスキャナによる収穫調査実施手順書」より抜粋



６．調査結果の検証
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・径級は、ほとんどが一致、大きくずれているものはない
・樹高は、ずれが大きいものも混じる
・事前に測定したデータでは、6cmの広葉樹は認識されなかった
・結果的に平均胸高直径、平均樹高、合計材積は、ほぼ一致

・OWLの調査結果は測定者の熟練度によって変わるか？

樹種 胸高直径 樹高 材積 類別 胸高直径 樹高 材積 類別

スギ 12 9 0.05 低質材 12 10 0.06 低質材

スギ 26 19 0.49 低質材 26 21 0.55 低質材

スギ 28 17 0.49 一般材 28 18 0.53 一般材

スギ 30 20 0.66 一般材 30 20 0.64 一般材

スギ 32 18 0.66 一般材 30 19 0.62 一般材

スギ 32 18 0.66 一般材 34 23 0.95 一般材

スギ 34 19 0.78 一般材 34 16 0.66 一般材

スギ 34 19 0.78 一般材 34 16 0.66 一般材

スギ 38 19 0.95 一般材 36 21 0.97 一般材

スギ 38 19 0.95 一般材 38 17 0.82 一般材

スギ 44 20 1.32 一般材 42 19 1.16 一般材

スギ 48 19 1.46 一般材 46 20 1.44 一般材

スギ 50 19 1.57 一般材 50 19 1.61 一般材

スギ 52 18 1.60 低質材 54 19 1.82 低質材

広葉樹 （6） （6） （0.01） 低質材

広葉樹 （6） （6） （0.01） 低質材

枯損木 － － － － (42) (22) （1.3492） －

36 18 12.42 36 18 12.50

人力 OWL



６．調査結果の検証
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■そのほか、３Dレーザ機器測定時の懸念点

（各種阻害要因も影響）
・樹種・品質判別の際に巻く反射材の認識率が甘い
・反射材を巻くことに時間がかかる
・樹高について、広葉樹等通直でない木では頂点の誤認識もある
・径級10cm以下の細い木では認識されないこともある

できること・できないこと、長所・短所を理解し、
活用していくことが重要です。

長所 短所

（人力）

標準地調査

・調査実績が豊富

・調査場所を問わない

・客観性・再現性に乏しい

・人材の育成に時間がかかる

・調査に複数名が必要

・調査道具が多い

（機械）

地上３Dレーザ

・客観性・再現性が高い

・労務確保が容易（人材・人員）

・データとして記録に残る

・データ出力が可能

・調査器具が少ない

・地形情報が得られる

・調査方法が定まっていない

・導入に金額的ハードルがある

・（国有林での）調査事例が少ない

・調査を阻む要因がいくつかある

・天候を含め、計測限界がある



7．質疑応答・意見交換
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 本日は現地検討会に御参加いただきましてありがとうございました。

 今後の業務の参考とするため、アンケートにご協力いただければ幸いです。

Q1.使用した感想、その他お気づきの点があれば御記入ください。

Q2.当機器は今後の森林調査で活用できると思いますか？

　　　　その理由について下記に御記入願います。

Q3.当機器の改善点や要望について御意見がありましたら御記入ください。

Q4.今後、福島森林管理署に現地検討会で取り上げてほしい内容がありましたら御記入ください。

「地上型３Dレーザ機器を活用した森林調査の現地検討会」のアンケート

　　　　①活用できる　　　　②活用は難しい　　　　③どちらともいえない　　　　（〇で囲む）



機密性〇情報（保存期間：1年未満 1 3 5 10 30年） 〇〇限り 

〒９６０－８０５５ 福島市野田町七丁目１０番４号 

福 島 森 林 管 理 署 

電 話 番 号  ０２４－５３５－０１２１  

ＩＰ電話番号  ０５０－３１６０－５９５５ 
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